
 

 

 

 

 

 

 

 

 鈴木輝康氏は 1939 年中国の朝陽川(現在延辺朝鮮族自治州に属する)に生まれ、

牡丹江、太原、鄭州で過ごし、13 歳で帰国。現在、NPO 法人国際交流教育後援

会北京外国語大学中文学部東京事務所理事、学校法人タイケン学園日本ペット

＆アニマル専門学校校長などを務め、多方面でご活躍されています。 

倉石中国語講習会との劇的な出会いにより 1958 年に入学、倉石先生の『聊斎

志異』や『紅楼夢』などの授業を受け、1961 年に開催された創立 10 周年記念で

劇『为了六十一个阶级弟兄』の劉書記の役を演じられました。大学では獣医の専

門を学ばれ、卒業後都庁に勤務。専門知識や中国語力を生かし、友好都市である

北京の要人の接遇や通訳などの要職も担当されました。 

当日は戦後、中国の激動の時代に幼少年期を過ごした経験や帰国後、中国語を

学んだ倉石中国語講習会での倉石先生の授業、その後、都庁で日中友好交流に多

大な貢献をされたお話など、エピソードを交えて語っていただきます。 

現在中国語を学んでいる人やこれから学ぶ人にとっても大変有意義な講演で

す。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

場所 日中学院 302・303 教室 

会費  200 円⇒当日会場でお支払い 

ください 

申込方法 お電話かメールでお申し込 

みください 

電話 03-3814-3591            

e-mail  info@rizhong.org 

 

日中学院校友会主催 講演会 

 
倉石中国語講習会とわが人生 

―1950 年代に中国語を学んで― 

講師 鈴木輝康氏 

開催日時 2023 年 12 月 2 日(土)13 時～15 時 

東方学会 倉石中国語講習会発祥の地 


